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分

　　　

類

　

イヌワシは分類上ワシタカ類に属する鳥の一種です。ワシタカ類は、これと

フクロウ類を合わせて猛禽類とも呼ばれ、ほ乳類や鳥を捕まえ、これを食べる

鳥たちの仲間です。ワシタカ類は世界中で約290種、国内で29種が知られてい

ます。しかしこの中には、魚を主食とするミサゴや昆虫を食べるハチクマ、動

物の死肉を専門に食べるハゲワシなどもいます。その中でイヌワシは最も力強

く典

型

的な猛禽の一つです。

　

嘴から尾羽の先端までの長さは80cm前後あ

り、

両翼を広げた長さは約２ｍあ

ります。雌の方が雄よりも全体的に大きく、２羽で飛行していると区別がつく

ほどです。体重は4kg前後です。

　

主に生きた動物を

餌と

するため、

脚や嘴は餌を捕まえ、食べるために

適応しています。脛まで羽で被われ

ている脚には大きな爪のある指があ

り、これで獲物の急所につきたてた

り首を脱臼させて殺します。嘴は太

くてかぎ状になっており、これで獲

物を小さく引き裂くようにして食べ

ます。

巣立ち直後の幼鳥

２

イヌワシの特徴

〈体長と体重〉

〈体

　

色〉

　

羽は全体的に黒褐色ですが、後頭部は黄褐色をおびています。幼鳥は成鳥よ

りも黒っぽく、翼と尾には帯状にはっきりした白色の羽があり、成長するとし

だいに黒くなります。嘴は黒色で基

部は黄色、足指は黄色です。

〈嘴

と脚〉

〈寿

　

命〉

　

生まれて約４年で成鳥となり．自

然界では普通10数年生きるといわれ



ていますが、最長記録としては、海外で標識調査の結果25年８か月がわかって

います。飼育下では一般に

長く

生き、海外で48年、長野県で30年（大町山岳博

物館）、県内では21年（小松

芦

城公園、現在小松市立

博物

館に剥製）の例があ

ります。

成

　　

鳥 若

　　

鳥

〈飛

　

行〉

　

上昇気流に乗って輪を描いて飛ぶ帆翔と、羽ばたかずに直進する滑翔が主な

ものですが、風のない時には羽ばたいて飛んだり、急降下するときなど翼をす

ぼめて飛ぶこともあります。

イヌワシの仲間

　

イヌワシに近縁な鳥（イヌワシ属の鳥）は世界中に９種が知られています。

日本ではイヌワシだけが繁殖していますが、ごく稀にカタ

ジロ

ワシとカラフト

ワシが記録されています。カタ

ジロ

ワシはスペイン、

東

ヨーロッパ、中央アジ

アの平野の森や草原にすんでいます。カラフトワシは東ヨーロッパから中国束

北部にかけての、森の近くにある水辺にすんでいます。どちらも冬期は南方へ

渡ります。アシナガワシは東ヨーロッパからトルコにかけてとインドの山の森

林に主にすんでいて、ネズミなどの小型の動物を食べています。サメイロイヌ

ワシ（ソウゲンワシ）はアフリカ、インド、中央アジアなどに広く分布してお

り、ほ乳類から昆虫まで大小さまざまな動物を捕まえ、死肉もよく食べます。

コシジロイヌワシはアフリカの東部と南部の乾燥した岩山にすみ、イワダヌキ

を主食としています。コイヌワシは、アフリカのサバンナにすんでいて、トカ

ゲや小型のヘビ、小型のは乳類を主食としています。この他にオーストラリア

にすみ、ウサギやワラビーを主食とするオナガイヌワシと、ニューギニアやモ

ルッカ

諸島に

すむガーニ

ィ

イヌワシがいます。

３



　

イヌワシの他に白山で記録されているワシタカ類に留鳥又は漂鳥としてトビ、

オオタカ、ツミ、ハイタカ、ノスリ、クマタカ、チョウゲンボウが、夏鳥とし

てハチクマ、サ

シ

バがあります。また稀な冬鳥としてオジロワシ、迷鳥として

カタ

ジロ

ワシが記録されています。

　

これらの

中

で、イヌワシとの識別で特に注意を要するのはトビとクマタカで

す。トビは分布が広く、よく目にする鳥ですが、尾の形がばち状か、先端が内

側へ切れこんでいるのが特徴となります。またクマタカは、白山ではイヌワシ

より標高の低いところにみられ、翼が白っぽいことや翼の後縁が大きくふくら

んでいることが識別点となります。

（図はフィールドガイド「日本の野鳥」高野伸二著

　

日本野鳥の会発行より）

４

白山地域のワシタカ類



分

　　　

布

　

イヌワシAquila chrysaetos　は、北半球の山岳地帯に広く分布しており。体

の各部の羽色の若干のちがいや、

大

きさのちがいで

5～6亜種に分類されてい

ます。ヨーロッパからシベリア西部にはA.c.c

h

r

y

saetosが、スペイン・北アフ

リカ・トルコなどには

A.c.homeyeri,中国・

インド北部などには

A.c.

daphanea、

シベリア東部・北アメリカなどにはA.c.

canadensis　

が分布しています。日本

と朝鮮半島に分布する

A.c.japonica

は、他に比べて小さく、尾羽の白っぽい斑

紋などが特徴とされています。また学者によってはシベリア束部のものをA.c.

kamtschatica　

として、北アメリカの

A.c.canadensis

と区別しています。一般

には留鳥ですが、シベリア

東部

や北アメリカでは一部が渡りをします。

イヌワシの分布 （

L.

BROWN &. D.AMADON　1968より）

世

　　　

界

５



　

少し前までは高山の鳥の代表のように思われ、中部山岳を始めとする山岳地

帯の鳥とされていましたが、最近の調査では北海道から九州まで生息の記録が

あります。しかし繁殖が確認されているのは、東北地方から中国地方東部まで

の山地です。昭和56年～57年には岩手県から鳥取県までの14の県で繁殖が確認

されています。

イヌワシの昭和56年～57年の分布（樋口・武田1983を改変）

６

日

　　　

本



石川県内の分布と生息環境

　

以前は白山にだけしか生息しないように思われていたイヌワシは、近年の調

査

で県中南部の山地に広く分布していることが明らかとなりました。その範囲

は白山を中心として、西は大日山付近、北は医

王

山付近にまで及んでいます。

　

イヌワシの分布と地形との関係をみてみると、図のように山地に広く分布し

ていることがわかります。ただ県南部の一部には分布しないところがみられま

す。この付近は山地ではあるものの、傾斜の比較的緩やかなところです。また、

標高が低く、山地や急傾斜地のまとまりの少ない能登地域にも分布は知られて

いません。

　

イヌワシが生息するためには、豊富な

餌の

ある自然環境で狩りのしやすい開

けた場所（白山では高茎草原など）があること、外敵の近づけない急峻な場所

で巣を造れる適当な岩場や

大

木があること、

上

昇気流が起こるなど飛行に適す

る風が吹く地形があることなどが条件となります。このような条件にあった白

山地域では、深い大きな谷ごとに生息地が

見

つかっています。

イヌワシ分布 標高分布

７

急傾斜地分布

　

(30度以上)



生息状況

　

過去の記録を

含める

と、今までに県内各地で20か所余りのイヌ

ワシ

の生息地

がわかっています｡各々の地区での最近７年間の発見状況をまとめると図のよ

うになります。ここでは番の２羽で見ているもの、

単

独のもの、幼

鳥の

出現を

区別して示してあります。番が18地区、単独が４地区で見つかっており、また

番で見ている地区に、番と同時に

単

独個体が見つかったり、同時に別の２羽が

見つかったこともあります。これらは、隣接する地区の

個体

や、定まった生息

地をもたない単独の

個体

であると考えられます。

　

調査回数の少ない地区や、一度も調査の行なえなかった地区もありますが、

一度番で見つかっている地区は常に番でおり、また単独個体の地区も番でいる

と仮定するなら、少なくとも合計44羽となり、この地に幼鳥や定まった生息地

をもたない個体

がい

ることになります。

生息地別のイヌワシ発見状況

８

個

　

体

　

数



　

県鳥の

調

査が始まる以前に県内でイヌワシの繁殖が

確認さ

れ、記録として残

っているのは近年では昭和34年と昭和49年です。どちらも巣が見つかっており、

前者では

雛が

２羽捕獲され、後

者ま

巣立ちが確認されています

。

最近の調在で

は、前ページの図にみられる幼鳥の観察が、その地区での繁

殖の

確認に当たる

と考えられます。この中で実際に営

巣が見つ

かっているのは昭利55年に１か所、

昭和57年に１か所、昭和58年に３か所だけです。他の地区は

夏

から秋にかけて、

その年に生まれた幼鳥が

見つかった

ものです。

　

巣の見つかっている地区が少ないことや、続けて同じ巣を使うとは限らない

こと、また

繁殖期の

多くが調査の困

難

な積雪

期

にあたることなどのため、繁殖

状況は十分につかみにくいのが実状です。

　

イヌワシが生活していくためには、営巣に適する場所があって、十分な餌の

得られる自然環境が必要です。その広さを

調べ

るために、番の行動を追跡し、

その飛行コースを地区

上

に記録しました。そして書き込まれたコースの外まわ

りで囲まれた範囲を調べてみると、白山の４か所で17～31km2に及ぶことがわ

かりました。実際にはこれよりやや広い範

囲

を行動圈としていると考えられま

す。そして隣接する番との境界は、

白

山では主稜線であることが多く、その稜

線で囲まれた

大

きな谷ごとに生息し

ているようです。

　

行動

圏の

広さは、地形や

植生、

餌

の量、その地域に生息しているイヌ

ワシの数などでちがってくると考え

られます。

兵庫・

鳥

取

県境の氷ノ山

周辺では、10

番

の平均として約6

4k

m2

と計算されていますし、海外では１

番当り23

km2

～172km2などとさま

ざまな報告がされています。

９

白山地域のイヌワシ４番の行動圏

行

　

動

　

圏

繁殖状況



巣

　

巣は、主に深い谷にある切り

立っ

た

岩

壁や、急斜面にある常緑針葉樹の大木

に造られます。そのような場所は外敵が近づけないことと、巣への出入りの際

に都合がよいためと考えられます。

　白山

で知られているものは、昔、本に造られたといわれる１つを除いて全てが

岩壁の巣です。上部がひさ

し状

こなって雨や雪、直射日光を防げるようになっ

ている岩棚がほとんどです。

大

きさは約150cm

×

120cmくらいです。巣材とな

る木は周辺の植生に左右されますが、長さ１ｍ前後のブナやミズナラ、イタヤ

カエデなどの落葉した枝と、ヒノキ、スギ、マツ類などの青葉のある枝が主な

ものでした。巣の表面には、ススキの葉や茎、ヒノキの葉などのやわらかなも

のが敷かれています。

　

巣材は巣造りの時期だけでなく、抱卵・育雛期を

通

じて運びこまれ、雛の巣

立ち直前まで運ばれることがあります。産卵後に使う巣材は青葉のついた枝が

ほとんどです。

　

巣の数は番で１か所とは限りません。普通は数か所に持っており、その中の

いずれかに産卵されます

。白

山のある番では４か所に巣が見つかっており、そ

れ以外にもあると考えられる場所がわかっています。よく使われる巣は技が厚

く積み眼ねられ、時には巣の

天

井の岩とのすき間が狭くなり、親の出入りが困

難

になるような場合もあります。

上部がひさし状になっている岩棚の巣

10



　

海外の報告には哺乳類から昆虫に

いたるまでの100種以上が餌として

報告されていますが、主なものはウ

サギを中心とする哺乳類と、ライチ

ョウなどの鳥類です。生きた動物だ

けでなく時には

死

肉も食べます。

　

日本ではノウサギ・ヤマドリ・ア

オダイショウなどが餌として多く利

川されていますが、テン・イタチ・

リス・キツネ・サル・カモ

シ

力・夕

餌

餌の種類と数（観察日数26日）

ヌキ・アナグマ・シカ・イヌ・ネコ・キジ・ライチョウ・カモ類・キジバト・

シマヘビ・ジムグリなども

餌と

して記録されています。

　白山

の一つの巣に運ばれた

餌の

種類と数を表わしたのが表です。宮城県のあ

る調

査

では、約200例のうち80％以

上

がノウサギで占められているなど、日本

ではノウサギが餌の多くを占めているようですが、

白

山ではヘビ類（

大

部分は

アオダイショウ）が多いのが特徴です。しかし餌の種類や割

合

は、生息環境や

季節が変われば変化すると考えられます。表は５月の調査で明らかになったも

ので、ヘビが冬眠している頃にはヤマドリやノウサギがこれに代わるものと考

えられます。

　

餌は毛や皮、骨などの付いたままのみ込むことも多く、それらは消化されず

ペリット

11

に丸い固まり（ペリット）として

吐き出されます。直接観察だけで

なく、このようなペリットや骨な

ど巣に残されたものを調べること

によっても餌の種類がわかります。



　

1

0月

から11月ころになると、番の２羽で飛行するのがよく見られるようにな

ります。２羽が前後や

左

右、上下に

並んで

飛んだ

り、

１羽が急下降、急上昇を

繰り返しながら波打って飛ぶディスプレイ飛行がよく見られます。これは番の

結びつき

を強

めたり、他のイヌワシなどの

侵

入者に対するナワバリ宣言の

意味

があります

。

そして時々

巣材を運ぶ

のが見られることがあります。

　

本格的な

巣造

りは12

月

から

1月ころ

で、日に何度も連続して

運ぶ

ことがあり、

雌雄共に行ないます

。

そしてこの頃に

木

の上や岩の上で数回以上

、交尾

が行な

われます。

12

ディスプレイ飛行

繁殖期の始まり

一年間の生活サイクル

一年間の生活

　

イヌワシは一度番になると、どちらか一

方が死ぬ

までその関係を続けるとい

われ、自分のナワバリを中心として一年中同じところで生活しています。多く

の鳥の繁殖期間は

春か

ら

夏に

かけての数週間ですが、イヌワシは冬の初めに巣

造りが始まり、雛

が巣立つ

のは初夏の頃、さらに幼鳥が独立するのは秋になり

ます。



産卵から孵化まで

　白

山では正確な

産卵日

は確認で

きていませんが、

1月下旬から２

月中旬頃のようです

。産卵数は普

通は２個で、

１個

や３個の場

合も時々

あります。親鳥は１卵を産む

とすぐに抱卵に入り、３～５日後

に次の卵を産みます

。大

きさは約

75

mm×

59

mm、

重さは約120

ｇ

で、

白地

に褐色の斑点が散らばっているものと、斑点

がほ

とんどないものがありま

す。抱卵は

主

して雌によって行なわれ、

雄

は時々交代しますが、雌に

餌に

運

んだ

り、巣

の付近を警戒していることが多いようで

す。　

雛がかえるのは３

月中旬

から

下旬

の頃で、抱卵日数は4

3～45日

といわれてい

ます。

白

山では、３月28日と４

月

５

日に

生まれて

数日

以内の灰

白

色の

綿羽

の

雛が

いるのが

確か

められています

。

産

卵

日が

3

～

5日間

ずれるため、２卵以

上

の場

合

は、第２卵の孵化もそれだけ遅く

な

ります

。餌

が

十

分にある

な

ど条件が

よければ

雛は

２

羽

とも育つ

こ

とが

あり

ますが、

普通は先

に生まれて

発

育

の

進ん

だ

方

が後から生まれた雛

を

よく攻撃

す

るため、後者が

死亡

し１羽しか育

た

ない

ことが多いようで

す。白山でわかっ

ている

最近

の巣立ちはすべて１

羽です。また産まれた卵は

全て

孵

化するとは限らず，中には

無精卵

であったり，途中で破損するもの

もあります。海外の

報告に

は

有機塩基系殺

虫剤などによる汚染が原

因

でうまく孵化し

ない

例が知られ

ています。

13

孵化直後の雛



　

孵化後の雛の体重の増加は、下図のように最初徐々に進行し日齢10日ごろか

ら急速になり、50日くらいで進行がとまるといったＳ字カーブを描きます。羽

色は、全身

白

色のものが、日齢30日くらいから日ごとに黒色の部分が増し正

常な発育をしておれば、羽色の変化で雛のだいたいの

日

齢がわかるくらいです。

イヌワシ雛の体重と羽長の変化（ELL

I

S

　

1979より）

14

雛の成長と行動



　

雛は生まれてしばらくの間は、首

がすわらず、立つこともできず、親

鳥に抱かれていることが多いようで

す。初め灰白色であった綿羽はやが

て真白になり、生まれて２週間もす

ると首がすわってきて、弱々しいな

がら羽繕いや伸びなどの行動がみら

れます。やがて

白い

綿羽の

中

に、黒

色の風切羽や尾羽

がの

び始め、嘴の

基部や足指が灰色から黄色に変化し

ます。

　

孵化後30日くらいになると、翼の

縁や尾の先に黒色の羽がのびてきて、

遠くからでもはっきりわかるように

なります。この頃からは急速に黒色

の羽が現われるようになり、それま

でほとんど腹ばいか座るだけだった

ものが、しっかりと立つことができ

るようになります。そして巣に運ば

れた餌を、親から

口

移しでもらうだ

けでなく自分でもついばむことがで

きるようになります。

（上）給

　

餌

　

小さい頃は

、

親から肉

　　　

の小片をロうつしに受けとる。

（中）脱

　

糞

　

雛は

立ち上がって

頭を

下　　　

げ、

尾

をまっすぐに立てて、谷

　　　

に向って

糞を

する。

（下）羽ばたき

　

巣立ちが近づくにし

　　　

たがって活発になり、多い時に

　　　

は１度に40回以

上

も連続して羽

　　　

ばたく。
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ものを表わしたものです。

　

巣立ち近くになると、雛は巣の中を行ったり来たりして、近くの木や岩に跳

び移っては、また巣へもどるなど落ち着かなくなります。そして翼を半開きに

して、頭を上下に振り、今にも飛び立つような姿勢をとるようになります。

　

巣立ちは孵化後65～80日くらいたった５月下旬から６月中旬頃です。今まで

に白山で確認できた巣立ち日と時刻は、５月30日午後６時26分、６月６日午前

４時36分、６月８日午前５時５分と６月17日でした。

親鳥の主な行動 イヌワシの一日の巣内行動

＊1アオダイショウを運搬

　　

＊２いつもの

木

にとまった

り巣

の

すぐ上の木にと

まったりする，

鳴く

（クァクァクア……）

　　

＊3アオダイショウ

を

給餌

＊４ヒノキを運搬，羽繕い

　　

＊５

鳴く．巣の

す

ぐ上

の木にのり，羽ばたいてこ

れ

を

折り

取り巣

へ運搬

　　

＊６ヒノキを運搬

　　

＊７飛び去り，いつもの

木

にと

まる，次に

巣に

降りまで約３時間10分間とまっている

　　

＊８直接

巣の

中心へ降

りず下段の

巣の上

へおりる，

雨

で

濡れ

ている

　　

＊９翼を少し開き羽繕いし，時

々

体

を震わせて水切りをする

※1巣の端から谷をのぞくと、巣材がゆれ動き、驚いて中央へ引き返す

　　

※2ハ

チに非常に興味を引き、目で追い続ける（5分間）

　※

3親の運搬した餌を翼で

被いかくし、親を追い出してしまう

　　※4?嚢

ふくらむ

　　

※5親鳥にはげし

くかみつく

　　

※6活発に動き回る
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40日を超えると、折りたたんだ翼と背はほぼ黒色となり、やがて頭部や胸部

にも黒い羽がみえるようになります。行動も少しずつ活発になり、力強く羽ば

たいたり、自分でヘビを押えつけ引き裂いて食べることもできるようになりま

す。そして孵化後60日くらいになると、のどやすね、翼下面や尾の一部に白い

羽が残るだけで、ほぼ全身が黒くなります。行動はさらに活発となり、何回も

羽はたきを繰り返し、親にかみついたり、餌を親から奪い取り、被い隠すよう

な行動もみられます。p.16～p.17の図は、この頃の巣内での１日の行動の主な
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幼鳥のその他の行動

(昭和55年５月25日

　

場所一白山)



　

巣立ち直後は、幼烏は巣の近くに

いて、木や岩にとまって羽繕いや羽

ばたきなど、巣にいる時と同様の行

動をしています。白山で観察された

ある例では、１週間くらいは巣を中

心として約200ｍくらいの範囲の移

動しかせず、飛ぶ回数もわずかでし

た。そして親鳥が運んでくる餌を待

っているようです

。こ

の頃の幼鳥は、

ク

ャ

・ク

ャ

などとよく鳴くので、姿
巣立ち後、林の中で休む幼鳥

が見えなくても居場所がわかります。またねぐらの場所がだいたい決まってい

るらしく、夕方には前日と同じ付近にいることが確かめられています。

　

巣立ち後３週間くらいになると、幼鳥は巣を中心として約1kmの範囲まで移

動していました。時には親鳥が見守るように寄り添って飛ぶことがあります。

そして日がたつにつれ、飛行能力が強くなり、移動範囲も広がっていきます。

9～10月には親鳥と同じくらいの範囲を飛行しています。やがて自分で

餌を

と

ることもできるようになります。次の繁殖期の近づく10～11月になると、親鳥

は時々幼鳥を攻撃し、追い払うような行動をとることがみられたりします。や

がて幼鳥は親のナワバリから出て、独

立

していくのです。

　

巣立った幼鳥は、必ずしも順調に育たず、飛行や餌をとることがうまくでき

ず死亡するものも多いと考えられま

す。新潟県や岩手県では、弱ったも

のが保護された例がよく知られてい

ますが、その多くが幼鳥のようです。

生後約４年で成鳥になりますが、巣

立った幼

鳥の

うち、成鳥になるまで

にその４分の３が死亡すると海外の

報告にあります。
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幼鳥の飛行

巣

　

立

　

ち

　

後



イヌワシの保護

　

イヌワシは条件に恵まれると毎年続けて繁殖することもありますが、産卵し

ても育たないことも多いようです。近年全国各地で少しずつ繁殖状況がわかっ

てきましたが、無事巣立っていく例は少ないようです。

　

繁殖を妨げているものには餌の不足などもあるでしょうが、最も影響の大き

いと考えられるのは、人による直接、間接の妨害でしょう。昔ならほとんど人

の踏み込めなかった急峻な谷や奥地でも、近年は森林の伐採や林道や砂防工事

が盛んに行なわれています。工事による営巣場所の直接的な破壊だけでなく、

工事に伴う人の出入りや騒音が様々な形で繁殖に影響していると考えられます。

特に巣造りから雛の誕生後しばらくまでの間は、ワシが最も警戒するので、こ

の時期に何らかの妨害を受けると巣を

放棄す

る危険性が高いのです。工事だけ

でなく、興味本位に巣に近づいて驚かしたり、保護鳥でありながら密猟される

こともあるようです。山の中で伐採や工事が行なわれる時は、生息や営巣地の

有無が事前に調査され、対策が講じられる必要があります。また営巣地を公表

することを差し控えることも必要でしょう。

　

人の影響以外に、イヌワシ自身の原因で営巣できないこともあります。一度

番をつくると、その場所で長年生活し、死亡してもまたそれに代る新しい個

体が

同

じところを利用して、長年同じ巣が使用されることも多いのです。次か

ら次へと巣材を

積み

重ねるため、岩棚の天

井

まで枝が詰まって出入りが困難に

なったり、巣の前面にツルや木が繁って使えなくなることがあります。また巣

を造っている岩が崩れたり、木が枯れて壊れることもあります。

　

開発が進むにつれ、生息に適する自然が少なくなると共に、巣を造る場所も

限られてくるようです。今後少なく

なったイヌワシを保護していくため

には、生息地を静かに見守ってやる

ことが最も重要なことです。
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ヤマドリを運ぶ親鳥



県鳥20年のあゆみ

　

イヌワシが県鳥に制定されたのは昭和40年のことで、それ以来何度か話題に

取り上げられ。県民に親しまれてきました。制定の理由は「石川県を象徴する

名山白山に常住する留鳥であり、翼開長２ｍの雄々しい姿、勇猛果敢な性格は

県民に広大進取の気風を高め、県勢を全国に雄飛させるにふさわしい。

」

でした。
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親鳥２羽と雛

　

今から30年

ほ

ど前まで

の白山

麓では、いわゆる出作り生活などを行なってい

て、現在よりもずっと

奥地で

も人々が

暮らし

ていました。その頃、出作り地で

飼っている

ネ

コがワ

シ

に捕られたり

、子

供は

悪い

ことをするとワシに

さ

らわれ

ると

脅かさ

れたりしたようです

。あ

る地区では黒鷲と呼んで知られていたよう

に、かなり身近な

存在だ

ったことが想像されます｡今では

　

一般の

人

々の目にと

まることの少なくなったイヌワ

シ

ですが、昔と変わることなく山の中で生活し

ています

。豊

かな自然が

保た

れ、人間による妨害がない限りいつまでも生き続

けていくことでしょう｡コウノトリやトキの二の

舞を

演じることのないよう見

守っていかねばなりません｡

　

なお、こ

の

小冊

子を書

くに際して、日本

イヌワシ

研究会会

員

諸氏の報告を参

考にさせていただいたことに感謝の意を

表

します。

白山の自然誌
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